賽習磬 s 占晶^ 


FR - 己已已 


FF -4 已已 - FF - S 己已 


取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書 J 及び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、別冊の r 工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 


A 警告 


ガソリン厳禁 

使巧燃料: W 油 

V J 



化 



給排気筒を必ず 
点検してくださし、 



お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 据付け 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
お、ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたと去に生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています< 


>説明文中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


if 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死こ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容をおしています。 

A 注意 (caution) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


0 (§)(§) ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 

〇 C 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


么警告 (WARNING) 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の混入でち、火災の原因になりまず。 



(§) 

ガソリン禁止 


★給排気筒トップ閉そ < ち険 


給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで 
使用しないでください。さびれているとをは、 
除雪して < ださい。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



0 

禁止 


1★給排霉筒(管，ホース)がれ危検 I 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
でください。 

列•れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 



0 

禁止 


吊衣 類の乾 燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使巧しないでください。 
衣類び落下して乂びつを、火災の原因にな0ま 
す。 



0 

禁止 


お使いになる前に 




















安全のために必ずお守り < ださい 



告 (WARNING) 


意 （ CAUTION) 


I ★温風の出口をミ忘がなが 

を類、森をどで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 クタクゎ一一 \ 


★定期点横の実施 


定期的 （2 年に]回程度)に点検-整備を受けて 
ください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。_ 


i ★スプ レー吿厳禁！ 

スプレー击やカセツトこんろ巧ボンベなどをス 
卜ーブの上や前调剛こ）や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 


ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事はち険です。 

据付け工事は販売店や専門業蓄にご依頼 <ださし、。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 


[★カーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや'燃えやすいをののそばなどでは使用 
しないでください。毛巧やみとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災が発生ずるおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


冉^異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたと 广 

をは、使用しないで n 
ください。 (W 

異常燃焼のおそれび 
あります。 がお 


i ★温風に直接あた！5をい] 

温風や輕射熱に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや、脱水症がになるおそれびあ0ます。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 


^ くなることびあります。 

I ★給油時消 \、A 

iP 補新 m 

み迪麵靖認 I r 漏れを確認) 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器等からの巧油 . 巧 
漏れがないことを確認の上ご使用ください。 ち^ 

灯油び漏れていると乂災のおそれびあります。 / 


漏れを確認. 


ゴム製送浦管 


0 

禁止 

〇 









「★高温 部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ガード CFR - 已日已）、ルーバー ( FF -4 已己- FF - 已已己） 
などに手などふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 



0 

接触禁止 


I ★指や異物を入れない 

ガー ドの中や温風吹出□や空気取入□などに、 
指や異物を入れたりしないで<ださい。 

けげや乂災のおそれびあ0ます。 


0 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使用しないでく 
不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 

去電顯ラ弓グは確実に差し运蜀 

電源プラグはコンセントに根元 

まで確実に差し込んでください。» 

(また、 傷んだプラグやゆるん^ 

だコンセントは使用しないで 了旨の 

、くださぃ。 ^ 

火ぶの原因にな0ます。 

めれた手での披き差しはしない ' v 卜つかりと 
で < ださし、。 

感電の原因になります。 


み腰をかけ たり物をのせ ない1 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
でください。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れびありまず。ス[-ーブの上に花びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれびありまず。 


0 

禁止 


t ★給排気筒付近の可燃物近接禁止 I 

給排気筒トツプの近くに、'灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびありまず。 




0 


[★改造使巧の琴止 I 

改造して使用しないでくださし、。 
また、ス I -ーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

乂災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険でず。 

★電源コードを信め南7、 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグをおくときは、コー 
ドを持って引を振かないで<ださい 
電源コードび破損し、火災や感電の 
原因になります。 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 






を全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


*11 間使卓_し_邸と亟1;砖^麵匀 

長期間使用しないとさは電源プラグ 
を]ンセントか！5抜いてください。 

火災やそ if しな唯咖願となり 


★電源プラグのお手入れをずる; 


電源プラグを巧く 


岳高地頭高な扣 ml 王 y 互な梗用禁旧 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1孤日〜1抓 Om の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 


とをどさは電源プラグを振き、ほこ 
り版び金属 t )) を臨してください。 ■■ 
(ほこりや異物びたまると湿気などス y 
で絶縁不良になり）乂災の原因にな ホ日ぶ 

0まず。 


みおモ穗を索年寄らあを使届反ま哥 



0 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる攝含は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分にミ主意 
してください。 


使用禁止 み床面に 注意 


I ★可燃性ガス梗用禁旧 

ス I -ーブを使用している部屋で、可 
燃性ガスび発生ずるをの(ガソリン、 
ベンジン、シンナ ー)、 スプレーを 使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


ほこ D や、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周巧の床面び汚れたり変 
色ずることびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることびありまずので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 



願い (NOTICE) 


★灯油の廃棄 


♦な油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください< 


使用ずる場所 


I 幸刻を均に使里す羣をを因 

♦温風の循環を妨げるちのびない場所に設置してください。 
♦外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的でず。 




全 

A 
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ルター混風用を気取入印 


ガラスが菌 
—トエレメント 


フレーム □ 


巧規リング 


J レームヴー 


巧巧フ ラク 


巧を茵かれち巧想 


送ミを舊 


称囲カバー 


背踊カバ-让) 



















































各部のなまえ 


操作-表示部のなまえと使いかた r 点な」-「点滅」の意な 


デジタル 


庙度 ■ 
時計口 
タイマー時刻口 


二 ' C 。じ 


設定温度室内温度 


■温度表 W 

設定温度…… 

10 む〜 32 たまで設定温度を選 
択できます。 

室内温度…… 

— 9 で〜 35 でまで表示しまず。 

■低温表示-高温表示 
r しコ J ……室内温度び 
-10 でじ(下。 
rn J ……室内温度び 
3 目で！; Lh 。 


温度 □ 
時計 ■ 
タイマ-時刻口 


温度 
時計 
タイマ-時刻 


〇1 • inn 

U • し,し, 

設を温度室內温度 

D □ン 

OlVl 广'广' 

し,い I し,し, 

設定温度 室内温度 


チャイルド□ックボタン 


タイマーボタン 

設定-辭除をずる墙合はチャイルド□ックボタ 

、ノ をつ刺、 N kim 1 ホサ 

タイマー運転を開始しまず。 

ン么〇 し ホ 9 0 


、 14 ぺージ参照 

1 1日べージ参照 4 





で jann^ 


温度 • 時計 • タイマー時刻表おランプ 

ストーブを操作したときの状態を表示し、デジ 
タル表示部の表示内容を示します。 


タイマーランプ 

点好 

♦タイマー運転待 
機中 


セーブランプ 

点な 

♦セーブ運輕中 

消灯 

♦セーフ運転解除 


















_? ヤイル□ツクランプ 

庶灯 

•チャイルド□ック作動中 
消な 

♦チャイルド□ック解除 


10、12、14ページ参照 


運乾スイツチ 


•一度巧すと 「入—」 
♦もラー度巧すと「切 M ] 
になります。 


J 点滅 . 予熱中 

J 点灯 . 運転中 


11、14、16ページ参照 


13ぺージ参照 


室温/時刻合わはボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定することがで 
をます。 

© あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださし、。 

♦時刻設定の場合 

〇あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださい。 


セーブボタン 

セーブ運転の開始および解除をします。 


g ち部 

■現在時刻表示 

前生の時刻を表示します。 


温度 
時計 
タイマー特刻 


國 

設定温度 室巧温度 


タイマー運転設定時に表示しまず。 


■コ□ン 

き刻表示……1砂間毎に 

r 庶威」しまず。 
匡転中……予備燃焼時に 
1秒間に2回 
r 点滅」しまず。 


温度 Q 
時計 □ 
タイマ-時刻口 


阿囚 

設定温度 室内温度 


■自動的に消乂したと走の表示 

自己診断機能により、異菌時には 
EE 〔ミ〜巧3日， lEffP を表示し 
ます。 

(24 ぺージ参照) 


お使 S になる1刖に 












■ 


使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、口油 （ J 旧1号灯油）を必ず使用してくださし、。 




I ★ガソリ ン厳禁 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使巧しないで < ださい。 

少'量の混入でを、火災の原因になります。 


01叟 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらび混入したな 
油、変質巧油、ミちれたな油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないで<ださ 
い。 

♦好油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射日光を避けた場所で巧油専用容器を使ってイ呆 
管してください。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を收さかけます 
ぶの気のないところでおこなってください）_ 

〇な油 1 X ガソリン 




濡れたままです。 


すぐ乾いてしまいます C 


給)由のしかた 


給油の際の手順と注意 




0 


心 


油タンクに給油ずる。 

•油タンクの給油口みたをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取り去5ないでください。 

給油の際にこぼれた灯油をふをとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 

給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 


★燃焼 中に灼■油がなくなると消义します。 

このときデジタル表示部に「がが ' J を表示し、ブザーび日回鳴り異常びあったことを知らせます。 

※油タンクに灯油があるのに 「もこ'」 を表示ずる時は、送油経路のつまり、空気たまりび考えられます。 
このよラなときは、9ぺージの ホホか や r 定油面器のリセットボタンのセット」 を参照し 
て送油経路の点検をしてください。 

•再運転する場合は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切」 にして 
から 「入」 にして < ださい。 











空気抜きの方法 


★送油管の途中が山形になったり、ちつれたりしていまずと、送油管 
の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは rfF '」 を 
表示して運転しません。 

このよラなときはな下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼごないようにミち意してください。） 

① バルブを全開にする。 

② 送油管に山形搞低)びないように平引こする。 

感ストーブ本体との接続部を取りはずし、取0はずした送油管の先端 
をバケツなどな油をためることびでさる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

@バルブを全開にし、送油管か5な油に空気び混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認ずる。 

ミ主意：バルブを全開にしてを巧油びまったく出ない場をは油タンク 
とス I ''ープ本体との落差(約孤 cm 必要)びない場合をあります 
ので確認-処置してください。 

⑥ 確認で定た5バルブを全開にする。 

⑧送油管をストープ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

通)ストーブ本体の側面にある赤色のリセットポタンを下へ1回巧す。 
這)ストーブを運輯する。 


堂気 送ミ由管 




パルス 2.5 m I 

心 I 巧 I 


油タンク 


U セットボタン 


※製品の側面にあります 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は、送油経路(油タンクや送油管の接合部など)から油漏れびないかどうか確認してください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店•営業所にご相 
談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

♦給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 

ストーブ周辺の確認 

•ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


定油面器のリセットポタンのセット 

•定袖面器のホいリセットボタンを、下へ！回押してください。 

点义ずるたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本体設置場所 
を変更したとき、又は巧震自動消义装置が作動したあと再運転ずるときは、リセ 
ットボタンをもう一度、巧しなおしてください。 

r -お願い- 

★ U セツトボタンは日砂私上押し続けたり、カラーをがして押さないでくださし、。 
♦定油面器か5灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 


U セットボタン. 



リセット 

ボタン 


お使いになる前に 


カラー 




使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100^=^ / 温度 口 ( - ) ( -^ 

100 V )に確実に差し込む。 一 時計■儒—，—— 

♦デジタル表示部はち國のよラに時計 ^タィマ-時刻 □ ) L . } 

。••口が「点灯」しまずので、現 w & i 皿!！ S の Wt 

在の時刻をセットしてください。 I '‘，里瑪フラグ 

★このときデジタル表示部に r ら弓らこ' J び表示されるときは、ス I -ーブに灯油びきていませんので点検し 
てください。このよラな時は、8ぺージの※印を参照して、定油面器の赤い U セットボタンを巧すか、 
または ぶ A を参照して、送油経路の空気抜さをおこなってくだごい。 


(" 3 巧巧〇 


チャイルド□ック タイマー セーブ 

〇 〇 〇 


あげる 


さげる 



温度 
時れ 
タイマ-時斑 


④(■時計」表示 


uw^ 

おちち まの&度 


デジタル表巧部 


〇ゴ 1 • I 〇つ 
U • iu 


室内温度 


現在時刻が午後7時10分の場合 温？ n ， fTn 

① Q または©のボタンを1度巧す。 Jtm " I ' ご I • I ' し' 

「ピッ」と音びして「時計」表示が「点滅」します。 設定温度 室内温居 

( D デジタル表示を見なび目〇のボタンを押して巧に合わせる。 

( D デジタル表示を見ながら0のボタンを押してぶに合わせる。 

♦じミ!’じろのボタンは、1度押ずごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

•時刻をわせをずる塌合は、「時計」表示び「点滅」している （1 日秒間）に W •に^のどち5かのボタン 
を押してください。 

時刻をわせびでをなかった塌含は、をラー度〇または (5 六のボタンを巧してやり直してくだごい。 

④ r 時計」表示が、「点滅」か目 r 点な」に変わり、設定が完了しまず。 
f -お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりずる塌含は、コンセントを一度おい 
て、ちラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでも直6ないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせ<ださい。 

女ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグ 温度 □( - ) ( -^ 

を抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラに表 時計 ■ — — —— 

示され、「時計」表示び r 点な」しますので、現在の時刻を設タイマ-時刻 口 . J I 。 I 
をしてください。 叔化; 皿度 をの;皿 ほ 


f ' ' • 

# 

♦ 

設定温度 室の温度 




I 寺省電力機能 1 

♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ LU がのどれかのボタンを押ずと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。） 





使用方法 


点乂（通常運転) 



( D 「運乾スイッチ」を押して r 入 J にする。 


•「ピッ」と音びして「運転スイッチ」び「点滅」します。 

♦「温度」表示び「点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示しまず。 

③約2分後に自動的に点乂し、 r 運転スイッチ」が r 点灯」に変わりまず。 

. -お願い- 

女ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いがする場合が 
ありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップお付け場所より離れた所）をかし開け、半曰から 
1曰程度、「強」運転をしてください。 

★初めて運転するとをは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合びあ 
りまずか5、しばら<待ってか5をラー度点火操作をおこなって<ださい。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回ち点乂しないでください。バーナー内に灯油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

★点火後約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼 J します。 

★点乂を約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

女室温が日でし: TF の場合は、点火までの時間は約4分になりまず。 


お使いになる前に 使いかた 


ill 



使用方法 


义力調節僅温の調節•••運転中にしかできません) 



温度設定しない場合や停電や電源コ-ドを抜いた後再運転ずる 
場含は、「,?己」(孤 C ) び設定温度とな D ます。 


温度 ■ 
時計口 
タイマ-時刻口 


巧 


ID 


設定温度室の湿度 


①0または0ポタンを1度押ず。 

♦「ピッ」と音びして「温凰表示び、 r 点滅」しまず。 


( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見ながら〇のボタンを押す。 

( D 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なびら (2) のボタンを押ず。 

广 - - - ----—-- 

♦温度設定をずる場合は「温度」表のび「点減」している間にり^.にろボタンのどちらかを押してくだ 
さい。設定でをなかった場合はちラー度押して、やり直してくだごい。 

♦設定温度は10で〜32ご、室溫表示は一日で〜3日でまで表示します。 

♦室温表示は室温げ一1日で政下の場合 「 Lo 」、 3目で政上の場合は rw ,」と表示します。 

•設定された室溫にコント□-ルするために自動的に「強」•「中」.「弱」運転をくり返します。 

♦一度温度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、「消火 J 機再運転する場 
合を同一設定温度になりまず。 

V _ _ __ 

i -お願い- 

★温度調節は対流用フアンの空気取入口近くの温度を感知しておこないまずので、ストーブの位置や 
部屋の大ささなどで、必ずしを、前面パネルの「デジタル表示部」の室内遍度表示と、室温とは一致 
しません。 

このよラな場含は、本体背面のルームサーミスタを、工事説明書の （1;^ ザ■ミミ歹の記漏^矮 
動);）を参照して、適切な位置に付け醬えてください。 ~~ 









_ セーブ運転 _ 

女セーブ運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転ち法でず。 

セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2で上昇すると自動的に r 消火」します。また設定温 
度まで下がると、自動的に r 席义」します。 



r セーブ運斬をおこなう^ 


① r セーブボタン」を押ず。 

•「セーブランプ」が「点灯」して、セーフ運転を開始しまず。 


^セーブ 運乾を解餘ずる三 


( D 「セーブボタン」を押ず。 

•「セーブランプ」が r 消な」して、連続運転になります。 

f -お願い- 

•セープ運転を連続して使用しますと、ガラスにずすが付くことがあ 
ります。とをどきセーブ運転を解除し、乂力を r 強」燃焼で！〜2時 
間燃焼させてください。 （FR- 百已曰のみ） 









使用方法 


タイマー 運転のしかた 



f - 

このス1ブのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点火時剔の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 

15でしん h ^設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさまず。 

0む〜1日で^設定時刻の10分前 

(室温日に政下の摇合） 

、 

〇で政下一設定時刻の2日分前 

- ノ 


午前目時30分に設定したい場合 


①「タイマーボタン」を巧ず。 

•このとさデジタル表示部の表示び r バー」表示に、「時刻」 
表示び「タイマ-時刻」表示に変わり、「点激しまず。 


温度口 ( 1 ( 

時計口—— — 》 — 

タイマー時刻 ■ I _ ) I _ 

設定温度 室内温度 


( D デジタル表示を見なび5 0のボタンを押して S に合わせる。 


③デジタル表示を見なが S 0のボタンを押してがに合わせる。 


•レ三 J • 〇のボタンは、]度押すごとに1時間または1日分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする塌含は、 r タイマー時刻 慷示び 「点滅 _!してし巧間 (1 日砂間）にの. (2) のどちら 
かのボタンを押してください。 

•設定でをなかつた場合は、もラー度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 

^ - - 

(4) r タイマ-時刻」表示が、 r 点滅」している間に r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦このとき「タイマーランスび「点灯」し、セットび完了します。 

•約1日砂ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表示します。 











-お願い- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 r タイマーボタン J を押して 
「タイマー時刻」表示の r 点ミ威 J 中(約1日秒間）に、 r 運転スイッチ」を r 入」にするだけで同一時刻で設定 
が完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通萬運転中に r タイマーボタン」を押すと、 r 消义」して「タイマー運転 J の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点火しまず。 

★タイマー運輯時刻の確認は、消乂時に r タイマーボタン」を巧すと、10砂間表示します。 

女タイマー運転操作機に停電びあったとさや、ストーブを揺6して対震自動消乂装置び作動したとさ、 
電源プラグを掠いたとさは点火しません。 

再度1日ぺージ「規な時刻の セッ ト J を読んで、時刻合わせからおこなってください。 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場含< 
1「運転スイッチ J を押して「切」にずる。一[タイマー運転の解除] 


r 運乾スイッチ」を再度押して r 入」にする。一[通常運転開始] 



運転中にチャイルド□ックを使用したとを 
♦ r 運乾スイッチ J で r 消乂」のみびでさます。 
♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

消火中にチャイルド□ックを使用したとを 
•すべての操作びでをません。 




チヤイルド□ツクは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を押してを点火しない 
よラにしたいとさに使用します。 


「チャイルド□ックボタン」を3秒 L ん h 巧ずことで、「セット」又は r 解除」びできます。 
(1 4ページの操作部の絵を参照） 

「セツり… r チャイルド□ックランスび r 点好」。 
r 解除」…「チャイルドロックランスび「消讯。 


チャイルド□ックの機能 


使いかた 








使用方法 


消乂 



デジタル表示部 


① r 運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

♦「運転スイッチ」びしばらく「点滅」してから、 r 消巧」します。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表おします。 


消火後約3分間は対流用ファンは回転し続けまず。その後自動的に停止しまず。 

巧流用ファンが止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 

-お願い- 

★ストーブの消乂は電源プラグをコンセントから抜をとったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

女が出ずるときは、必ず消火してください。 

★長期間留守にずるとさは、必ず電源を切ってください。 


消乂後再点乂するときのを意 


女消乂後ずぐに再点乂すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば5く 
:令えるまで待ってから再点火してくだごい。 


を^ 






★ご使雨中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部扫、日も排ガスがちれていることが考え6れ危 
険でず。 

使用ずるのをやめてお買いホめの販売店にご相談ください。 

★ス I ブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因とな0危険で 
ず。また、ストーブの寿命を短くずる原因にちなります。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、曰萬点横して<ださい。 


★長期間使用しない場合や、使用期間び終わりました5、お 
ず電源プラグを损いてください。 

ほこりや巧れびついて発火することびあります。 

女このストーブは、雷に対するま全機構をそなえていまずび、 
雲の条件によってはストーブび故障ずることびあ0ます。 
雷が発生した6電源プラグをコンセントから振いてくださ 
ると安全でず。またストーブをいためることをありません。 

★油性分び多量に飛散する場所では使用しないでください。 

★ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
混入するおそれがあります。 

★使用中、停電や電源プラグび损けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に「ら弓別び表示されまず。このよラな摇 
合の再点火は、10〜1日分待ってス I -ーブの本体温度び充分 
下がってからおこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び湿じりまず。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありまずび異常 
ではありません。 




0 

禁止 

0 


/コンセント 


\電源フラグ 


C 

電源 g グを 


A ま意 


を高意部运涵囊 E 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ガード ( FR -5 己已) 
ルーパ'— ( FF -4 己目- FF - 日5日)などに手などふれないでください。 
やけどのおそれがあ0ます。 


(D 

接触禁止 


使用上のを意 


使いかた 





を全装置 

♦まを装置が作動するのは何5かの異常びあるときですか5、下記の処置をしても正常にな5ないと 
きは、お買いホめの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場合は、 r 運転スイッチ」を押し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点乂操作） 


まを装置 

はたらさ 

処 置 

巧震自動消乂装置 

EE 5 

♦運輯中にス1-ーフ本体び地震(震度約日な上） 

や強い振動、衝撃を受けた塌合、火災などの 
危険を防ぐたゆに自動的に運転を停止しまず。 

★地震によって作動した場を、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てか6再点火してください。 

点义ま全装置 
ららさ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点义不良。 

•点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼巧送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したと定はバ 
-ナー底に灯油びたまりま 
す。たまった灯油をふき取 
ってか6、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 
が己 

1 

♦運転中に停電や電源プラグを振くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてち運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
—運乾は解除されまず。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 
がら 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置でず。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
が‘ぶ 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス1-ーブび異常過熱したとを、また 
はファンフイルターにほこりびつまった場含 
に、火災などの危険を防ぐたゆに燃焼を停止 
します。 

★巧流用フアンフィルターの 
ほこりを取り除いてか5、 

再点火操作をしまず。 

★処置をしてち、繰返し作動 
ずるとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してくださし、。 

>巧 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示でず。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

-お願い- 

必ずス1-ーブを消火し、本体 
温度び充分下がってからおこ 
なって < ださい。 


を k 



白 r 却漏れ、ミちをたきり、油を I がみ I 

♦送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれたの■油はよくふをとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してか5点火操作をしてください。 

[★Pit] 

•送油管か6油漏れびないか点検し、亀裂などげ 
おれば交換して < ださい。 

•ゴム製送油管は2年に1度は新しい物に交換さ 
れることをおすずめします。 

♦屋列配管をする場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


★フアンフイルター 



>ス1-ーブの周圃は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいちのを置かないよラにしてください。 

>ス I プはいつも清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のをとでずし、スト 
ーブのいたみを早めます。 

>給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障喜 
物びないよラにして < ださい。 


去读こり 


I ストーブについたほこりや汚れは、掃除機で吸 
い取った0固< しぼった霜れ雑巾などでふさ取 
つて < ださい。 


★臭気-ずず 


♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップからすすび出ていないか確認して < ださい< 
異常びあれば販売店に連絡してください。 


♦ガラス炎筒びすすで巧れて < るよラな場含や、 
ひびや割れびある場含は、販売店に相談の上、 
修理交換してください。 

「* あを寺慈 CFF -455- FP 555 j | 

♦のぞを窓びすすでミちれて<るよラな場合や、破 
れがある場含は、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 


日常の点検-手入れ 


点検*手入れのとをのま意 

★点検•手入れをおこなラとをは、ストーブを消义し、ス1ブが巧分冷えてか5手袋をはめて、必 
ず電源プラグを抜いておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分觸はおこなわないでください。 


f ★周囲のが態 


★ガラス炎筒 〔 FR -555) 


L 使用のたびに J 


^箇巧に1固1；^:；] 



使いかた お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 












日常の点検-手入れ 


1箇巧に1回似上 


女反 射板のほこり (おず手袋剧まめておこなってくださし、） 〔 FR - 已已己） 


♦ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、 
ガードのち端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いてガードを開いてか5、乾いた布で、たま 
つたほこりをふき取ってください。 



★ルーバーのほこり l ： FF -45 己 ’ FF - 已已5〕 


♦ルーノ（一がミちれたり、ほこりび付着した塌食は、 
電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでふ 
を取ってください。 



3箇月に1回 L ソ上 


I ★油タンク I 

•給油□フイルターびごみやほこりで目づまりし 
ますと、給油時に給油□よりあみれ出た0しま 
す。給油□フィルターを取出して、付着したご 
みやほこ0を取り除いて < ださい。 


★油タンク内の当^ 

♦油タンクに水やごみびたまっているよラでした 
5、ドレン损さや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水やごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこ0やミちれがたまると火災の原 
因になることびあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、付着したほこ0や汚れを取0除いて< 
ださい。 


★定油面器のストレーナ 


♦定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ)のとさ、次のよラに灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

③定油面器のストレーナの掃除□に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめきだす。 

③ ストレーナを灯油で洗浄する。 

④ ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた巧油をみき 
とる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れびあるかないかを点検する。 

或 













•給排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定のげ態、トップの周囲に可燃物がないかなどを 
ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の IJ ング （0 U ング)は耐熱性のちのですび、2〜3年で炭化ず 
ることびありまず。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスがをれるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換して < ださい。 

■給気ホースが&さびっていないか点検してください。 



0 U ング 

種類 

運動用〇|」ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

^シ U つンゴム 


♦地震などにより製品に振動、衝擊び加ねつたときは、運転をずる前におず次の点検を実施して ください。 

晒圓 

♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りのがれ、漏れの点檢 ♦送油経路からの油漏れの点横 

★点検で異常びみつかつたとをや、点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいびしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別,紙の f お客様相談窓□一寛 I に修理依頼をしてください。 


お客様相談窓□一覧 


★パッキン 

♦燃焼中、室内ににおいびこちるよラな場合は、 
と < にミ主意して点検してください。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 ( FR - 己已已） 

•燃焼筒とパ‘ーナーの接続部、燃焼筒と熱交換 
器の接続部 ( FF -4 目己. FF -555) 

•点火ヒー ターの 取り付け部 


★点乂ヒーター 


•点火ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、すをまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になりまず。 

し吸売店にご相談ください） 


★燃焼 11：^グ_、 

參燃焼リング、バーナーは高温になりまずので焼損ずることびあります。とをどを点検し、変形や焼損し 
ていたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒 


ご使巧中、においがしたり目がしみる場をは、給排気筒やパッキン部か5排ガスがもれていることび 
考えられ危険でず。点検後お買いボめの販売店にご相談ください。 


地震などの災害が発生したときの点横について 


あ手入れ•アフタ I サ I ビス 


4 





定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
まをにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格着〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 (T 乱 03-349 日ぶ日 28) でおこなう技術管理講留会修了 
者(ち油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 


V _ 

{ 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器•ストレーナの掃除 ♦油タンクの水振さ 

♦送油経路の油われ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5を♦操作部品-動く部品のはた S を 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

♦点义ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

\ 

♦本体内部、ファンフィルター、対流用送風機、ブ□アケース(ブ□アモーター） 

♦各接続部のパッキン、曰リング♦給排気筒の接続、つまり , 


故障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容ぞ確認してください。 

下表のようなが態は故障ではありません。 

状 態 

説 明 

ネ刃めて使用するとさ、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどが焼けるためで 
ず。 

点火後数分間、ときどき炎び大さくなる。 

燃焼部び冷えているためでず。 

点火. 消火時に r キシ S 音」びずる。 

加熱、冷ま叫きにでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してをすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス1 -ー ブ内部 
び隨まると自動的に出ます。 

初めて使用するときは、電臟ポンプの振動 
音び大さし、。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くすると止まりまず。 

「カチカチ」時計のような音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラずホく赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

ときどき黄色い炎びでる。 

巽常ではあ0ません。 
















★この表 L ソがに不具合びあるときは、お買ホめの販売店にご相談下さい。 


參しの表の r とと」は、24ぺージIデジタル表示の見方を参照してください。 


故障 • 診断チてック表 


\ 現象 

原因 \\ 
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処置方法 

輩源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

輩源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

〇 





〇 

EE 0 




〇 

停電復帰後点乂し直してく 
ださい 

対震自動消乂装置び作 
動した 






〇 
び5 





定油面器の IJ セツトボタンを押し 
てか 5 再点火操作をしてください 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

〇 



〇 





水混入の巧油をすっか〇 
抜いて < ださし、 

油タンクに巧油がない 


〇 




〇 





灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様ネ目 
談窓口一質にご相談ください 

省電力機能び作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタンをま甲 
してください （1 日ページ参照） 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

コントローラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フ レー ム □ッ ド不良 






〇 

EE 5 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





// 

点火ヒーター不良 


〇 

的 









// 

排気筒接続不良 

\ 1 





〇 
叫日 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 

_ / 


お手入れ•アフタ—ヴー^ヒス 


近 







故障.異常の見分けかたと処置方法 


テ'ジタ) レ表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常が起こり消火した場含、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


エラー 表示 

原 因 

処置方ま > 

图巧 

♦運転中に靈源び切れました。 
•タイマー点火待機中に電源が切れ 

(停電安全装置び作動） 

♦電源プラグの差し这みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

画囚 

•点乂安全装置び作動しました。 

♦原因不明の場含は販売店または別紙のお客 
様相談窓口一覧まで連絡してください。 

图因 

♦巧震自動消义装置が作動しました。 

♦作動した原因を取り除を、再点火操作をし 
て < ださい。 

画因 

♦運輯中に消火しました。 

♦送油経路の異常です。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覽ま 
で連絡してくだごい。 

图囚 

♦燃焼用送風機び故障しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一費ま 
で連絡してください。 

图回 

♦過熱防止装置び作動しました。 

•本体温度び充分下びるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再点义操作をしてく 
ださい。 

图回 

♦バーナーサー S スタが断線しました。 
•ノ くーナー巧にの■油がたまりました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡して < ださい。 

画图 

♦着火 S スを3回しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

励励 

♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点横して接続を確認し、再点火操 
作をして < ださい。 

励励 

•ストーブに灯油がをていません。 

•灯油を入れてください。 

(8 ページ1 給油のしかた1 参照） 

'な油びある場含は送油経路を点検してください。 

□囚 

•室温び3目でしんきになりました。 
•ルームヴーミスタの取り付け位置 
びよくありません。 

•ルームヴー S スタの取0巧け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて<ださい。 

1 1囚 

♦室温び一10でな下になりました。 
♦ルームヴー S スタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覧ま 
で連絡してください。 

全消な 

♦省電力機能び作動しました。 

り日ページ参照） 

♦操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
い。 






部品交換のしかた 


A ま意 


★ 分解修理の 禁止 ！ 

故障破損した5使用しないでください< 
不完全な修理は、危険です。 


⑩ 

分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラス炎筒 ( FR - 己己己)、定ミ由面器、燃焼リング、点乂ヒ 
—ター、パッキンなどの交換部品び必要な場合は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交撰の際は、必ず純正の補修部おをお使いください。純正の部品し;^がを使用して万一故障や堇 
故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場合は、財団法人日本ち油燃焼機器保守協をでおこな 
ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などの いる 販売巧で修理されることを推奨します。 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

- - * ------ 

•ストーブを保管ずる場をは、19ページ 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ストー ブの 手入れを 
してから保鲁してください。又いたんでいる箇所は修理をしてからイ呆管してください。 

•格納.保管場所は、湿気.乂気.高温などの惡い影響のおよびにくい所であって、しかをストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び秉ったりしなし'!よう配慮してください。 

------ J 

1 ストーブを長期間使用しないで保管ずるとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜を、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

P ストーブを使用ずる季節が終り格納するとさは、油タンクのな油を市販の給油ポンプで全卽抜さ取り、 
^定油面器のストレ-ナーも取り出して口油で洗浄してください。（孤ページ参照） 

( --お願い- . 

油タンクの灯油を抜くときは、送油管の I 灯油を完全に巧いてください。な油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまって灯油が流れなくなりまず。（日ぺ—ジ参照） 

■ -- J 

〇ス I -ーブや油タンクの表商をふいてください。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で;ちれを取り、乾いた巧で水気をふさ取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険でず。 

4本体にほこりがたま日ないよう、適当なカパーをかけてください。 

C 附属品と r 取扱説明書」* r 工事説明書」. r 保証書」ち紛失しないよラ同時に保管してください。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 










ル 


燃焼 状 態 


型式の呼び 
種 m 

点火 方式 
使 用 燃 料 




油切れセンサー 




給気サーミスタ 


巧震自動消火装置 


過熱防止装置 







• 点乂安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 



509 L/h 

840 kJ/h 

86 . 0 % 

け OkW 


0.157 L/h 
5815 kJ/h 
80.0% 
1.29 kW 


i 496 mm •與行 418 mm (背面カバーを含む） 


料消費量 
熱 量 
効 率 
房出力 


0.622 L/h 
23020 kJ/h 
86 . 0 % 

日.已日 kW 


日.18日 L/h 
6667 kJ/h 
80.0% 
1.48 kW 


燃料消費量 


発熱量 

熱効率 


力 

法 


電源電圧及び周波数 
定蜡消費電力 
給排気筒の型式の呼び 
給排気筒呼び径 
給排気筒壁貫通部孔径 
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100 V 


50/60卜 


FFP -320 
D 39 _ 

7日〜8日 mm 
260でしソ下 


4 A 


巧震自動消火装 





茶赤震 


F 円—己己ら 
FFI 己己己 


















































アフターサービス 

保証について I 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。言日載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

醒を彌巧と量 

♦故障•異南の見分けかたと処置方法 (22 ページ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを披いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は巧の通りです。 

①品名 ‘-- FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

這)型式の呼び…〔例〕 FR - 己己5 

③ お買上げ年月曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

♦修理に隙しましては、保記書をご提示ください。保記書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
まず。 

•保詰期間び過ぎているとをは、修理すれば使用でをる場含には、ご希望により有料で修理させていただ 
さまず。 

•修理料金は、技術料，部品代.出張料などで構成されています。 

/----- - --- - 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


I 補修用性能部品について I 

★密閉式 ( FF 式)石油 ストー ブの捕修用性龍部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

肢辱^^^1場直| 

♦このストーブは電源周波数如、孤 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なつた地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の[^^客攝相霞窓口一覧]までご相談ください。 


/ j \; ま，忌 

★分解修理の禁止 



故障、破損した5使用しないでください。 

の 

> 

不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 

ノ 


塔趣•條理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの憂攝相胃曰 
—壇」（別紙参照)までお問い合わせくだをい。 ' 

4 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 











据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する~~ 

♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、火災予防条例、電気設備に関ずる技術基準などのまをの基準が‘ありまず。工事説明 
書の「まをのために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合の注意 


参給が気筒を延長ずる場ちは、3 m 3曲がりむ下で取付け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、す完全燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが終りましたら、もう一度、工事説明書の巧全のためにおずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどうかを確認してください。 













I _ 試運転 _ 

♦雲式運転は、販売店又は据巧業者とご一緒に必ずおこなってください。 

曲綱編 

1 油タンクに灯油が充分入っており、油タンク.ストーブを部に油漏れびないかどラかを確かめてくだ 
■さぃ。 

0 電源プラグがコンセントに確実に差し&んでください。このとさデジタル表示部に「 EEFP 」が表示 

ムされるとさは、ストーブにな油びをていません。ストーブに灯油び流れてくると自動的に「- J 

(バー表お)に変わります。 ’ 

をし3^义±;号ってをバー表示に変わらないときは、もう-度8ぺ-ジ [1^15 おし■み居] 9ぺージ 
[点み前の準備 t 確認]に従って運転準備をやりなおしてください。 一 -— 

1運転開始手順 

• 8 ぺージの使ラ前の準備、11ぺージの使用方法に従って運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

•開こんして初めて使用したとき、防鐘油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 

てストーブか5、約20分間位煙やにおいび出ることびありますび、ご使用には全く支障はありませ 
ん。 

♦送油管の途中び山形になったり、をつれたりしていまずと' 送油管の中に空気びたまって油び流れ 
なしにとびありまず。9ぺ-ジ^^^に従って送油管の中の空気を抜いてください。 

3正常運転の目安 

♦正常運転時のノ くーナーのがのをは、黄乂びとさどきまじる青炎でず。 


消乂の手順 


•16 ページ「消义 I に従って消火操作をしてください。 


け 
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お客様へ…おぼえのために記入されると慢利です。 


型 式 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 

(電話番号） （ 

) 

— 

J 


株式会社 K 3 I - ミ 

本 な 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-日扼日 

TEL 052-822-1144 FAX. 配 2-8 の-2742 

II =|| なま会な卜 3 卜'は怯適巧巧の一巧としでこの®巧巧巧■は西を級を应巧していまず。 

ち£/むレブだを车100なま lit 度巧 








